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令和5年　第5回定例会（11月29日～12月18日）

委 員 会 開 催 状 況
令和５年第4回定例会閉会後に行われた委員会は、次のとおり
でした。
○　文教経済委員会（11月10日）
　　報告事項
　　１　町内会活動支援のあり方（案）について
　　２　第３次多文化共生プラン（中間案）について
　　　  第３次多文化共生プラン外国語版（案）について
　　３　国民健康保険保健事業実施計画（中間案）について
　　４　第４次産業振興アクションプラン（中間案）について

○　厚生委員会（11月13日）
　　報告事項
　　１　心と体のかすがい健康計画2035（中間案）について
　　２　第９次高齢者総合福祉計画（中間案）について
　　３　第６次障がい者総合福祉計画（中間案）について
　　４　一般廃棄物処理基本計画（中間案）について

○　建設委員会（11月14日）
　　報告事項
　　１　公共交通整備に係る要望活動報告について
　　２　立地適正化計画の変更（中間案）について
　　３　旧西藤山台小学校施設の利活用事業について

○　総務委員会（11月15日）
　　報告事項
　　１　行政組織の見直しについて
　　２　令和５年度人事院勧告の概要について

令和５年第５回定例会中に行われた委員会・分科会は、次のと
おりでした。
○　予算・決算委員会（12月１日、12日、18日）
○　文教経済委員会・分科会（12月５日、18日）
○　厚生委員会・分科会（12月６日、18日）
○　建設委員会・分科会（12月７日）
○　総務委員会・分科会（12月８日、18日）

　
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に

お
き
ま
し
て
は
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
、
被
災
さ
れ
た
方
に
心

か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
く
被
災
地
が
復
興
し
、

被
災
さ
れ
た
方
が
日
常
生
活
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が「
２

類
相
当
」
か
ら
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
「
５
類
」

に
緩
和
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、

街
に
多
く
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て

く
る
の
を
肌
で
感
じ
た
一
年
で

し
た
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

「
第
47
回
春
日
井
ま
つ
り
」
が
コ

ロ
ナ
禍
前
の
規
模
に
戻
り
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
今
年
も
、
本
年
初
の
議

会
報
を
お
届
け
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
市
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

日
々
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

第 号

表紙写真募集中　詳しくは8ページへ道風くん

写 真 募 集

応募者本人が、春日井市内
において概ね１年以内に撮
影した未発表のもの

応募方法

持参、郵送またはEメールに
て、写真（※）と所定の応募用
紙を、議事課まで提出してく
ださい。また、応募作品は原
則返却しません。

※写真データ（３ＭＢ以下）、現像写真（Ｌ判以上Ａ４サイズ以下）の
ものでＡ４サイズで印刷し、被写体が鮮明に確認できるもの。
※Ｅメールで応募いただく場合、容量制限（本文と添付ファイ
ルの合計３ＭＢ以下）があるため、複数の写真をＥメールで
応募される場合等は、事前に議事課へご連絡ください。
※詳しくは春日井市議会ホームページを
　ご覧ください。
https://www.city.kasugai.lg.jp/
shigikai/1020123.html

５月発行第128号の表紙写真を3月８日まで受け付けてい
ます。編集の都合により、公募写真以外にも春日井市議会議
長賞を受賞した作品を掲載することがあります。

募集する写真

「夢は消防士と警察官」
ホースをつかった鎮火体験をしたり緊急車両のカードをいただいた後の撮影でした。
兄の夢は警察官、妹の夢は消防士です。いろいろ体験させていただけて2人ともニコニコです。　　　　　　　　　　　　　　　　撮影場所：落合公園

令 和 6 年 第 1 回 定 例 会 予 定

▽２月16日（金）　10：00～　本会議（市政方針説明）
▽２月20日（火）　10：00～　本会議（市政方針に対する質問）
▽２月21日（水）　10：00～　本会議（市政方針に対する質問）
　　　　　　　　　　　　　（提案理由説明）
▽２月22日（木）　10：00～　本会議（提案理由説明）
▽２月27日（火）　10：00～　本会議（質疑、委員会付託）
　　　　　　　　　　　　    予算・決算委員会前期全体会
▽2月29日（木）　  9：00～　文教経済委員会・分科会

▽３月 １日（金）　  9：00～　厚生委員会・分科会
▽３月 ４日（月）　  9：00～　建設委員会・分科会
▽３月 ５日（火）　  9：00～　総務委員会・分科会
▽３月 ８日（金）　10：00～　予算・決算委員会後期全体会
▽３月11日（月）　10：00～　本会議（一般質問）
▽３月12日（火）　10：00～　本会議（一般質問）
▽３月14日（木）　10：00～　本会議（採決）
※議事の都合により、日程が変更になる場合があります。
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【
グ
ラ
ウ
ン
ド
小
工
事
　
高
濃
度
P
C
B
処
理
業
務
】

　
補
正
額
３
３
７
０
万
円

　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
設
備
の
解
体

に
あ
た
り
、照
明
灯
の
安
定
器
に
高
濃
度
P
C
B

が
含
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。P
C
B
は
電
気
機
器
の
絶
縁
油
な
ど

様
々
な
用
途
に
利
用
さ
れ
て
い
た
化
学
物
質
で

す
が
、そ
の
毒
性
が
明
ら
か
に
な
り
、昭
和
47
年

に
製
造
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。高
濃
度
P
C
B
廃

棄
物
は
、令
和
６
年
３
月
末
が
処
理
終
了
期
限

と
な
っ
て
い
る
た
め
、そ
の
処
理
費
用
に
つ
い
て

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
D
X
推
進
部
を
創
設
し
、「
企
画
政
策
部
」を

「
企
画
経
営
部
」に
改
め
、財
政
部
を
廃
止
し
所
掌

事
務
を
次
の
と
お
り
移
管
す
る
も
の
で
す
。

○
財
政
運
営
及
び
公
有
財
産
の
管
理
に
関
す
る
こ
と

↓
企
画
経
営
部

○
契
約
及
び
建
設
工
事
の
検
査
に
関
す
る
こ
と

↓
総
務
部

○
市
税
の
賦
課
及
び
収
納
に
関
す
る
こ
と
　
　

↓
市
民
生
活
部

　
ま
た
、多
様
性
社
会
の
推
進
に
関
す
る
事
務
を

市
民
生
活
部
の
所
掌
と
し
、「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
」

を「
い
き
が
い
創
生
部
」、「
青
少
年
子
ど
も
部
」を

「
こ
ど
も
未
来
部
」に
改
め
る
も
の
で
す
。

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、令
和
６
年
３
月

１
日
か
ら
本
人
や
父
母
の
戸
籍
に
つ
い
て
、本
籍
地

以
外
の
市
区
町
村
の
窓
口（
春
日
井
市
内
）に
お
い

て
、戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付
請
求
が
可
能
と
な
り

ま
す
。そ
の
た
め
の
手
数
料
改
正
に
な
り
ま
す
が
、

本
籍
地
へ
出
向
く
こ
と
な
く
戸
籍
謄
本
な
ど
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
交
付
請
求
は
市
役
所
の
他
、坂
下
出
張
所・東
部

市
民
セ
ン
タ
ー
・
味
美
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
高
蔵

寺
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
対
応
可
能
で
す
。

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、出
産
予
定
月

の
前
月（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
３
か
月
前
）か
ら
出

産
予
定
月
の
翌
々
月
ま
で
の
期
間
、出
産
す
る
被

保
険
者
の
保
険
税（
所
得
割
額・均
等
割
額
）が
令

和
６
年
１
月
よ
り
減
額
さ
れ
ま
す
。対
象
者
は
約

1
6
0
人
・
予
算
額
は
約
5
0
0
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、後
藤
育
夫
氏
、長
江
渉
氏
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。ま
た
、人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
の
た
め
岡
崎
裕
子
氏
、太
田
洋
子
氏
の
推
薦

を
了
承
し
ま
し
た
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、地
方
公
共
団
体
の
事
務
の

代
行
等
の
要
請
の
時
期
及
び
対
象
事
務
が
、「
緊

急
事
態
宣
言
時
に
、措
置
法
に
根
拠
が
あ
る
事

務
」か
ら「
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
時
か

ら
感
染
症
法
に
根
拠
が
あ
る
事
務
」に
拡
大
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、条
例
中
の
引
用
条
項
及
び
語
句
の

整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

　
規
制
さ
れ
る
単
位
が
蓄
電
池
設
備
の
電
流
の

大
き
さ（
流
れ
る
量
）か
ら
消
費
電
力（
作
ら
れ
た

量
）に
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、蓄
電
池
容
量
の

小
さ
い
も
の（
10
　
時
以
下
）や
出
火
防
止
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の（
20
　
時
以
下
）に
つ
い

て
は
規
制
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。ま
た
、蓄
電

池
容
量
が
大
き
く
、屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、建
物
か
ら
３
ｍ
以
上
の
距
離
を

保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
炭
や
薪
を
用
い
た
炭
焼
き
器（
焼
き
鳥
器
な

ど
）に
つ
い
て
は
、壁
面
等
か
ら
距
離
を
定
め
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。壁
が
不
燃
材
の
場
合
、上

方
80  

・
側
方
30  

・
前
方
規
定
な
し・
後
方
30
　
、

不
燃
以
外
の
場
合
、上
方
1
0
0
cm・側
方
50
　・

前
方
50  

・後
方
50
　
で
す
。

　
印
鑑
登
録
申
請
時
の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
、

従
来
、健
康
保
険
証
お
よ
び
年
金
手
帳
を
例
示
し

て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

例
示
を
廃
止
し
て
も
健
康
保
険
証
お
よ
び
年
金

手
帳
は
従
来
通
り
本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、移
動
端
末
設
備（
い
わ
ゆ
る
ス
マ
ホ
等
）

を
利
用
し
て
多
機
能
端
末
機（
い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
等
）に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
対
応
機
種
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
か
ら
健
康
保
険
証

が
原
則
廃
止
さ
れ
ま
す
。福
祉
医
療
費
の
受
給
資

格
認
定
時
等
に
必
要
な
健
康
保
険
情
報
の
確
認

に
関
し
、健
康
保
険
証
廃
止
後
の
対
応
の
為
、個

人
番
号
を
利
用
し
て
保
険
情
報
な
ど
必
要
な
限

度
で
の
特
定
個
人
情
報
の
確
認
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
等

を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。各
関
係
者

の
責
務
、役
割
等
を
明
ら
か
に
し
、施
策
の
基
本

方
針
を
定
め
、一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、持
続
的
な
地
域
の

発
展
や
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。市
及
び
商
工
会
議
所
の
責

務
や
中
小
企
業
者
の
努
力
、中
小
企
業
団
体
、大

企
業
者
、金
融
機
関
、支
援
機
関
及
び
大
学
の
役

割
並
び
に
市
民
の
理
解
及
び
協
力
に
つ
い
て
の
規

定
等
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
家
の
指
定
管
理
者
を
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
、

次
の
団
体
と
す
る
も
の
で
す
。鷹
来
子
ど
も
の

家
、山
王
子
ど
も
の
家
、西
山
子
ど
も
の
家
は
社

会
福
祉
法
人
春
日
井
市
社
会
福
祉
協
議
会
、牛

山
子
ど
も
の
家
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
学
童

保
育
所
イ
ル
カ
ク
ラ
ブ
を
指
定
管
理
者
と
し
ま

す
。

補
正
額
　
21
億
７
２
８
０
万
円

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
事
業
と
し

て
、令
和
５
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

し
て
１
世
帯
あ
た
り
７
万
円
を
給
付
す
る
も
の

で
す
。予
算
額
は
３
万
世
帯
を
見
込
ん
で
お
り
、

そ
れ
に
伴
う
事
務
費
を
含
み
ま
す
。

kw

kw

cm
cm

cm
cm

cmcm
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　今定例会では、令和5年度補正予算案4件のほか、条例案14件、一般議案5件、
報告1件、人事案件4件、議員提出議案1件が提出されました。また、請願2件が提
出されました。（議案の中から一部ピックアップして掲載しています。）

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

第
82
号
議
案

事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
85
号
議
案

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

第
93
号
議
案

人
事
案
件

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
92
号
議
案

可決

災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
の

た
め
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る

災
害
派
遣
手
当
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
91
号
議
案

可決

可決

個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
94
号
議
案

可決

子
ど
も
の
家
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

第
99
号
議
案

可決

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

第
102
号
議
案

可決

手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
103
号
議
案

可決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
104
号
議
案

可決

中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
に
つ
い
て

第
95
号
議
案

可決

可決

可決

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案

第　号議案

第　号議案

第　号議案

第　号議案

第　号議案
第　号議案

可決（多数）
可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（多数）

可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（多数）

第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案
諮問第 2号
諮問第 3号

議員提出第5号議案

可決（多数）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

同意（全員）
同意（全員）
異議なし（全員）
異議なし（全員）

可決（全員）

議案番号 件　　　　　　　　名
補正予算案　　4件

♦議案等の議決結果
　議案
議決結果 議案番号 件　　　　　　　　名議決結果

82
83

84
102

85
86

87

88

89

90

91

92
93

94

95
96

103
104

97
98
99
100
101

105
106

個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例
中小企業振興基本条例
企業職員の給与の種類および基準を定め
る条例の一部を改正する条例
手数料条例の一部を改正する条例
国民健康保険税条例の一部を改正する条例

勝川駅前公営施設の指定管理者の指定
ふれあい農業公園の指定管理者の指定
子どもの家の指定管理者の指定
自転車等駐車場の指定管理者の指定
西藤山台運動交流ひろばの指定管理者の
指定

固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
人権擁護委員の推薦
人権擁護委員の推薦

市議会議員の請負の状況の公表に関する
条例

令和５年度一般会計補正予算（第６号）
令和５年度春日井市民病院事業会計補正
予算（第１号）
令和５年度水道事業会計補正予算（第１号）
令和５年度一般会計補正予算（第７号）

事務分掌条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例
特別職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例
一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部を改正する条例
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例
災害応急対策又は災害復旧のため派遣さ
れた職員に対する災害派遣手当等に関す
る条例の一部を改正する条例
火災予防条例の一部を改正する条例
印鑑条例の一部を改正する条例

条例案　　　  14件

一般議案　　　　5件

人事案件　　　　4件

議員提出議案　　1件

請願番号 請　　願　　名議決結果
「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」改正のための意見書提出を求める請願書請願第4号

子どもの命と発達する権利を守るための職員配置基準と処遇改善を求める請願書請願第5号

不採択

不採択

請願

♦議案等の表決結果

令和5年12月18日現在

犬
塚
　
貴
司

鈴
木
　
昭
紀

奥
村
　
昇
次

長
谷
　
和
哉

伊
藤
　
建
治

原
田
　
祐
治

石
田
　
裕
信

鬼
頭
　
宏
明

加
藤
　
貴
章

鈴
木
　
秀
尚

鈴
木
　
貴
之

友
松
　
孝
雄

林
　
　
克
巳

加
納
　
　
満

梶
田
　
高
由

金
澤
　
陽
貴

小
原
　
　
哉

村
上
慎
二
郎

伊
藤
　
杏
奈

鈴
木
　
宏
幸

小
嶋
小
百
合

田
口
　
佳
子

石
飛
　
厚
治

小
林
　
宣
子

日
比
野
成
利

大
村
　
勝
人

長
縄
　
典
夫

長
谷
川
達
也

前
田
　
　
学

堀
尾
　
国
大

安
達
　
保
子

梶
田
　
正
直

会 派 名

氏　　名

議案等番号
第82 号議案
第87号議案
第88号議案
第93号議案
第94号議案
請願第４号
請願第５号

春日井自民クラブ 市民クラブ 橙進クラブ自由クラブ公明党 共産党 無会派

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

議
長

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

×
×
×
×
×
○
○

×
×
×
×
×
○
○

×
×
×
×
×
○
○

○
○
×
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
○

○
○
×
○
○
×
×

※議案について賛否の分かれた案件のみ掲載しています。　※「○」…賛成、「×」…反対、「－」…棄権等の意味です。　
※共産党＝日本共産党春日井市議会議員団の略です。　　　※議長は採決に加わりません。



かすがい市議会だより かすがい市議会だより

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
小
工
事
　
高
濃
度
P
C
B
処
理
業
務
】

　
補
正
額
３
３
７
０
万
円

　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
設
備
の
解
体

に
あ
た
り
、照
明
灯
の
安
定
器
に
高
濃
度
P
C
B

が
含
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。P
C
B
は
電
気
機
器
の
絶
縁
油
な
ど

様
々
な
用
途
に
利
用
さ
れ
て
い
た
化
学
物
質
で

す
が
、そ
の
毒
性
が
明
ら
か
に
な
り
、昭
和
47
年

に
製
造
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。高
濃
度
P
C
B
廃

棄
物
は
、令
和
６
年
３
月
末
が
処
理
終
了
期
限

と
な
っ
て
い
る
た
め
、そ
の
処
理
費
用
に
つ
い
て

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
D
X
推
進
部
を
創
設
し
、「
企
画
政
策
部
」を

「
企
画
経
営
部
」に
改
め
、財
政
部
を
廃
止
し
所
掌

事
務
を
次
の
と
お
り
移
管
す
る
も
の
で
す
。

○
財
政
運
営
及
び
公
有
財
産
の
管
理
に
関
す
る
こ
と

↓
企
画
経
営
部

○
契
約
及
び
建
設
工
事
の
検
査
に
関
す
る
こ
と

↓
総
務
部

○
市
税
の
賦
課
及
び
収
納
に
関
す
る
こ
と
　
　

↓
市
民
生
活
部

　
ま
た
、多
様
性
社
会
の
推
進
に
関
す
る
事
務
を

市
民
生
活
部
の
所
掌
と
し
、「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
」

を「
い
き
が
い
創
生
部
」、「
青
少
年
子
ど
も
部
」を

「
こ
ど
も
未
来
部
」に
改
め
る
も
の
で
す
。

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、令
和
６
年
３
月

１
日
か
ら
本
人
や
父
母
の
戸
籍
に
つ
い
て
、本
籍
地

以
外
の
市
区
町
村
の
窓
口（
春
日
井
市
内
）に
お
い

て
、戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付
請
求
が
可
能
と
な
り

ま
す
。そ
の
た
め
の
手
数
料
改
正
に
な
り
ま
す
が
、

本
籍
地
へ
出
向
く
こ
と
な
く
戸
籍
謄
本
な
ど
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
交
付
請
求
は
市
役
所
の
他
、坂
下
出
張
所・東
部

市
民
セ
ン
タ
ー
・
味
美
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
高
蔵

寺
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
対
応
可
能
で
す
。

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、出
産
予
定
月

の
前
月（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
３
か
月
前
）か
ら
出

産
予
定
月
の
翌
々
月
ま
で
の
期
間
、出
産
す
る
被

保
険
者
の
保
険
税（
所
得
割
額・均
等
割
額
）が
令

和
６
年
１
月
よ
り
減
額
さ
れ
ま
す
。対
象
者
は
約

1
6
0
人
・
予
算
額
は
約
5
0
0
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、後
藤
育
夫
氏
、長
江
渉
氏
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。ま
た
、人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
の
た
め
岡
崎
裕
子
氏
、太
田
洋
子
氏
の
推
薦

を
了
承
し
ま
し
た
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、地
方
公
共
団
体
の
事
務
の

代
行
等
の
要
請
の
時
期
及
び
対
象
事
務
が
、「
緊

急
事
態
宣
言
時
に
、措
置
法
に
根
拠
が
あ
る
事

務
」か
ら「
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
時
か

ら
感
染
症
法
に
根
拠
が
あ
る
事
務
」に
拡
大
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、条
例
中
の
引
用
条
項
及
び
語
句
の

整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

　
規
制
さ
れ
る
単
位
が
蓄
電
池
設
備
の
電
流
の

大
き
さ（
流
れ
る
量
）か
ら
消
費
電
力（
作
ら
れ
た

量
）に
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、蓄
電
池
容
量
の

小
さ
い
も
の（
10
　
時
以
下
）や
出
火
防
止
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の（
20
　
時
以
下
）に
つ
い

て
は
規
制
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。ま
た
、蓄
電

池
容
量
が
大
き
く
、屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、建
物
か
ら
３
ｍ
以
上
の
距
離
を

保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
炭
や
薪
を
用
い
た
炭
焼
き
器（
焼
き
鳥
器
な

ど
）に
つ
い
て
は
、壁
面
等
か
ら
距
離
を
定
め
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。壁
が
不
燃
材
の
場
合
、上

方
80  

・
側
方
30  

・
前
方
規
定
な
し・
後
方
30
　
、

不
燃
以
外
の
場
合
、上
方
1
0
0
cm・側
方
50
　・

前
方
50  

・後
方
50
　
で
す
。

　
印
鑑
登
録
申
請
時
の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
、

従
来
、健
康
保
険
証
お
よ
び
年
金
手
帳
を
例
示
し

て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

例
示
を
廃
止
し
て
も
健
康
保
険
証
お
よ
び
年
金

手
帳
は
従
来
通
り
本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、移
動
端
末
設
備（
い
わ
ゆ
る
ス
マ
ホ
等
）

を
利
用
し
て
多
機
能
端
末
機（
い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
等
）に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
対
応
機
種
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
か
ら
健
康
保
険
証

が
原
則
廃
止
さ
れ
ま
す
。福
祉
医
療
費
の
受
給
資

格
認
定
時
等
に
必
要
な
健
康
保
険
情
報
の
確
認

に
関
し
、健
康
保
険
証
廃
止
後
の
対
応
の
為
、個

人
番
号
を
利
用
し
て
保
険
情
報
な
ど
必
要
な
限

度
で
の
特
定
個
人
情
報
の
確
認
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
等

を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。各
関
係
者

の
責
務
、役
割
等
を
明
ら
か
に
し
、施
策
の
基
本

方
針
を
定
め
、一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、持
続
的
な
地
域
の

発
展
や
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。市
及
び
商
工
会
議
所
の
責

務
や
中
小
企
業
者
の
努
力
、中
小
企
業
団
体
、大

企
業
者
、金
融
機
関
、支
援
機
関
及
び
大
学
の
役

割
並
び
に
市
民
の
理
解
及
び
協
力
に
つ
い
て
の
規

定
等
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
家
の
指
定
管
理
者
を
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
、

次
の
団
体
と
す
る
も
の
で
す
。鷹
来
子
ど
も
の

家
、山
王
子
ど
も
の
家
、西
山
子
ど
も
の
家
は
社

会
福
祉
法
人
春
日
井
市
社
会
福
祉
協
議
会
、牛

山
子
ど
も
の
家
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
学
童

保
育
所
イ
ル
カ
ク
ラ
ブ
を
指
定
管
理
者
と
し
ま

す
。

補
正
額
　
21
億
７
２
８
０
万
円

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
事
業
と
し

て
、令
和
５
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

し
て
１
世
帯
あ
た
り
７
万
円
を
給
付
す
る
も
の

で
す
。予
算
額
は
３
万
世
帯
を
見
込
ん
で
お
り
、

そ
れ
に
伴
う
事
務
費
を
含
み
ま
す
。

kw

kw

cm
cm

cm
cm

cmcm
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　今定例会では、令和5年度補正予算案4件のほか、条例案14件、一般議案5件、
報告1件、人事案件4件、議員提出議案1件が提出されました。また、請願2件が提
出されました。（議案の中から一部ピックアップして掲載しています。）

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

第
82
号
議
案

事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
85
号
議
案

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

第
93
号
議
案

人
事
案
件

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
92
号
議
案

可決

災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
の

た
め
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る

災
害
派
遣
手
当
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
91
号
議
案

可決

可決

個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
94
号
議
案

可決

子
ど
も
の
家
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

第
99
号
議
案

可決

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

第
102
号
議
案

可決

手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
103
号
議
案

可決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
104
号
議
案

可決

中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
に
つ
い
て

第
95
号
議
案

可決

可決

可決

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案

第　号議案

第　号議案

第　号議案

第　号議案

第　号議案
第　号議案

可決（多数）
可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（多数）

可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（多数）

第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案
第　号議案

第　号議案
第　号議案
諮問第 2号
諮問第 3号

議員提出第5号議案

可決（多数）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

同意（全員）
同意（全員）
異議なし（全員）
異議なし（全員）

可決（全員）

議案番号 件　　　　　　　　名
補正予算案　　4件

♦議案等の議決結果
　議案
議決結果 議案番号 件　　　　　　　　名議決結果

82
83

84
102

85
86

87

88

89

90

91

92
93

94

95
96

103
104

97
98
99
100
101

105
106

個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例
中小企業振興基本条例
企業職員の給与の種類および基準を定め
る条例の一部を改正する条例
手数料条例の一部を改正する条例
国民健康保険税条例の一部を改正する条例

勝川駅前公営施設の指定管理者の指定
ふれあい農業公園の指定管理者の指定
子どもの家の指定管理者の指定
自転車等駐車場の指定管理者の指定
西藤山台運動交流ひろばの指定管理者の
指定

固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
人権擁護委員の推薦
人権擁護委員の推薦

市議会議員の請負の状況の公表に関する
条例

令和５年度一般会計補正予算（第６号）
令和５年度春日井市民病院事業会計補正
予算（第１号）
令和５年度水道事業会計補正予算（第１号）
令和５年度一般会計補正予算（第７号）

事務分掌条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例
特別職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例
一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部を改正する条例
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例
災害応急対策又は災害復旧のため派遣さ
れた職員に対する災害派遣手当等に関す
る条例の一部を改正する条例
火災予防条例の一部を改正する条例
印鑑条例の一部を改正する条例

条例案　　　  14件

一般議案　　　　5件

人事案件　　　　4件

議員提出議案　　1件

請願番号 請　　願　　名議決結果
「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」改正のための意見書提出を求める請願書請願第4号

子どもの命と発達する権利を守るための職員配置基準と処遇改善を求める請願書請願第5号

不採択

不採択

請願

♦議案等の表決結果

令和5年12月18日現在

犬
塚
　
貴
司

鈴
木
　
昭
紀

奥
村
　
昇
次

長
谷
　
和
哉

伊
藤
　
建
治

原
田
　
祐
治

石
田
　
裕
信

鬼
頭
　
宏
明

加
藤
　
貴
章

鈴
木
　
秀
尚

鈴
木
　
貴
之

友
松
　
孝
雄

林
　
　
克
巳

加
納
　
　
満

梶
田
　
高
由

金
澤
　
陽
貴

小
原
　
　
哉

村
上
慎
二
郎

伊
藤
　
杏
奈

鈴
木
　
宏
幸

小
嶋
小
百
合

田
口
　
佳
子

石
飛
　
厚
治

小
林
　
宣
子

日
比
野
成
利

大
村
　
勝
人

長
縄
　
典
夫

長
谷
川
達
也

前
田
　
　
学

堀
尾
　
国
大

安
達
　
保
子

梶
田
　
正
直

会 派 名

氏　　名

議案等番号
第82 号議案
第87号議案
第88号議案
第93号議案
第94号議案
請願第４号
請願第５号

春日井自民クラブ 市民クラブ 橙進クラブ自由クラブ公明党 共産党 無会派

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

議
長

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

×
×
×
×
×
○
○

×
×
×
×
×
○
○

×
×
×
×
×
○
○

○
○
×
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
×
○

○
○
×
○
○
×
×

※議案について賛否の分かれた案件のみ掲載しています。　※「○」…賛成、「×」…反対、「－」…棄権等の意味です。　
※共産党＝日本共産党春日井市議会議員団の略です。　　　※議長は採決に加わりません。
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質問者　無会派　奥村　昇次 担　当　企画政策課 ・ 野外教育センター
【質 問】ふるさと納税はこの3年間で額が倍増、春日井
市のふるさと納税返礼品で現在取揃えていない①地元
特産もも、ぶどう②地元企業の空気清浄機③空き家管
理サービス④ぴよりん購入⑤地元有名食品工場数社の
工場見学＋お土産を新提案。クラウドファンディング型ふ
るさと納税は全国で最近成功事例が多く、植物園木製
散策デッキ再建費用への活用の市の考えを問う。

1

質問者　橙進クラブ　鈴木　秀尚 担　当　子育て推進課
【質 問】国が少子化社会対策大綱で結婚支援の方針
を示すなか、県をはじめ他の自治体では、交付金を活用
し、既に婚活支援の取り組みが始まっています。本市で
も、市主催による婚活イベントの実施や、イベント等を
行う事業者に対して補助金を交付するなど、結婚を望
む人やそのサポートをする事業者に対して、支援する
施策を展開してはと考えるが、市の考えを問う。

4

質問者　無会派　はせ　かずや 担　当　消防救急課 ・ 市民病院管理課 ・ 健康増進課
【質 問】市民意識調査で「満足度」「重要度」の高い医療・
救急項目であるが、消防本部の現場到着時間や病院収
容時間の水準と救急隊員・指導者の育成状況、市民病
院の救急患者受入数と新棟に開設のハイブリッド手術
室の効果、休日・平日夜間急病診療所の年間受診者数
と周知に関する取組みなど本市の救命救急のレベル
の高い現状について市の各部署にご所見を伺う｡

【答弁】本市の現場到着と病院収容の平均時間は、愛知県内でも３番
目に早い水準です。隊員等の育成は、指導救命士を中心とした教育
体制で対応しています。救命救急センターの令和４年度患者受入数
は2万7574人です。ハイブリッド手術室では患者を移動させること
なく検査、手術など迅速な治療が可能で
す。休日・平日夜間急病診療所の令和４年
度受診者数は1万3212人です。救急医
療の適切な利用は、健康ガイドや広報な
ど、様々な機会を活用し周知に努めます。

3

質問者　無会派　犬塚　たかし 担　当　ごみ減量推進課
【質 問】使用済みスプレー缶の出し方の現行ルール
は、穴を開けて赤色の金属類（発火性危険物）用の指定
袋に入れ、金属類のごみ収集日に、ごみステーションへ
出すよう市民の皆さまへお願いしているが、穴開け作
業時の火災事故やケガの恐れが懸念される為、使用済
スプレー缶の出し方を穴開け不要にするようルールを
見直す事について、本市の考え方を問う。

2
【答弁】発火性危険物の使用済みスプレー缶が、一部で燃やせない
ごみや発火性危険物以外の金属類に混入しています。穴の開いてい
ないスプレー缶が他のごみ等に混入すると、パ
ッカー車やクリーンセンターの発煙・発火事故等
が発生する恐れがあるため、現時点で穴開け処
理を不要にすることは考えていませんが、今後
も収集・処理における安全性がより高まるよう、
車両の更新時期等にスプレー缶の排出方法を
検討します。

【答弁】ふるさと納税の返礼品については、今後、事業者の意向等を
把握しながら検討していきます。散策デッキについては、具体的な更
新計画がないため、ふるさと納税等
の活用は、現時点で考えていません。
クラウドファンディングの活用は、市
全体の事業における優先度を判断し
て検討すべきものと考えています。
　

【答弁】本市では少子化対策として、子育て環境の充実を目標に掲
げ、保育環境の改善、産後ケア施設の整備、子どもの遊び場の整備
などを行っています。婚活支援については、結
婚や出産は一人ひとりの価値観によるところ
が大きいため、少子化対策として実施は慎重に
対応すべきと考えています。今後は、国の方針
や婚活支援を実施する自治体の状況などを確
認しつつ、市のあり方について改めて検討して
いきます。

ふるさと納税、クラウドファンディングについて

婚活支援について

本市の救命救急の現状について

発火性危険物のスプレー缶の排出方法見直しについて

道風くん

市政全般にわたる問題について質問します市政全般にわたる問題について質問します

　今回の定例会では、18人の議員が市の考え
方や方針など、市政全般にわたり、39項目の
一般質問を行いました。

　一般質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、
市民に密着した問題をただすため行うものです。
　各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載しています。
　（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。）

かすがい市議会だより

質問者　公明党　日比野　なるとし 担　当　保険医療年金課
糖尿病重症化予防の取組みについて

【質 問】糖尿病の放置は、色々な合併症を引き起こし、
中でも糖尿病性腎症は進行すると人工透析へ移行し
てしまう。透析患者の４割以上は糖尿病性腎症が原疾
患であり、糖尿病治療中断者を減らすことが透析への
移行防止の大きな改善策と考える。そうした中、市にお
いて過去５年分のデータから把握できるすべての治療
中断者に受診勧奨を行うことへの考えを問う。

6

質問者　公明党　大村　まさと 担　当　市民安全課
災害から市民の命を守る取り組みについて

【質 問】地震災害の際、自宅の家具や家電の固定をす
ることは、自分と家族の身を守る「自助」の取り組みとし
て非常に重要です。しかし、現状では愛知県内の9割弱
の方が固定が不十分との調査結果がでております。市
民の皆さまの安全・安心のため、また購入意欲を高め取
付をより一層促進させる為にも、各家庭の家具転倒防
止器具購入に対し助成する考えはないか伺う。

【答弁】家具等の固定は重要な対策の一つであり、現在では様々な
固定器具が市販され、比較的安価に購入できます。一方で、県の調
査結果では、固定していない理由として、「手
間がかかる・面倒だ」といった意見が最も多
く、家具固定の重要性が十分に認識されてい
ません。このため、現時点では、購入費用の助
成ではなく、総合防災訓練や広報春日井の防
災特集などの機会をとらえ、家具固定の重要
性を啓発していきます。

5

質問者　自由クラブ　金沢　はるき 担　当　介護・高齢福祉課 ・ 地域福祉課
難聴対策とヒアリングフレイル予防について

【質 問】高齢化が進む我が国において認知症予防の
ための難聴対策、そしてヒアリングフレイル（耳の虚弱）
予防の取り組みは一体的に推進すべき政策です。本市
における現在の取り組み状況、そして市民への周知・啓
発、医療機関との連携についての今後の方向性を伺い
ます。また、高齢者の中等度難聴者への補聴器購入費
助成が必要と考えますがご所見を伺います。

9

質問者　橙進クラブ　鈴木　たかゆき
第２子の保育料半額制度について

【質 問】保育園の保育料について、第2子であるにも関
わらず半額にならない場合がある。第1子が小学生に
なった場合がそうである。少子化対策の視点から見て
も第３子が無料であるにも関わらず第２子の場合には
このような条件がついてしまうのは非常に残念です。制
度としても分かりづらく、改善すべきと考えるが条件が
異なる理由と今後の対応についての考えを問う。

8

質問者　春日井自民クラブ　かじた　正直
市道の拡幅について

【質 問】狭隘道路は安全上、防災上の観点から拡幅し
なければならず、狭隘協議を確実に行う事が重要であ
ると考えます。土地所有者の協力無しで拡幅はできま
せん。よって不動産会社や土地の所有者が手放し販売
するタイミングで説明や協力をお願いしなければ理解
を頂けないのではないかと考えます。市として道路拡
幅をどのようにして取り組んでいくのかお伺いします。

7
【答弁】狭あい協議については、申請の前段階から、建築計画の事前
相談や境界立会など適切なタイミングで、土地所有者と調整するよう
に努めています。不動産取引などにより土地所有者が変わっていく場
合も、関係課と連携して協議を行っています。狭あい道路の拡幅は、
交通上、防災上の観点から重要と考えますが、何より土地所有者の理
解、協力無くしては成り立ちませんので、道路用地の確保について、他
自治体の取り組みを参考にしながら、調査研究していきます。
【その他の質問事項】 ■天文台について

【答弁】糖尿病治療中断者については、治療薬の処方歴があった人で
翌年度に処方歴がない人を対象として、年２回のアンケート調査を実
施しています。受診勧奨は、アンケート調査結果から、引き続き治療
を中断している方やアンケート未回答の方に対して、保健師が電話
をするなど治療の必要性などを伝えています。今後については、複数
年にわたる治療中断者も含めて受診勧奨を行っていきます。
【その他の質問事項】
■ＨＰＶワクチン接種について

【答弁】難聴対策とヒアリングフレイル予防については、プロジェクト
チームを設置し、専門家との意見交換などを実施しています。また、
「対話支援スピーカー」を導入し、窓口応対などに活用しています。今
後は、市民講座の開催や高齢者サロンでのチラシの配布などを行い
ます。また、聴力判定アプリの利用促進や医療・
介護関係者向けの専門研修を行うなど、予防
体制を構築していきます。補聴器購入費の助
成は、市医師会を始め関係機関と連携し、検討
を行っていきます。

担　当　道路課

担　当　保育課
【答弁】第３子以降については、多子世帯の経済的負担を軽減するた
め、１８歳未満の児童が３人以上いる場合に無料としており、国の制
度である第２子と差が生じています。０歳から
２歳児までは６割程度が家庭育児のため、公
平性の観点から、第２子には適正な費用を負
担していただくものと考えています。今後は、
女性の社会進出の状況や働き方改革などの
社会の変化を注視し、保育料のあり方を調査
研究していきます。
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質問者　無会派　奥村　昇次 担　当　企画政策課 ・ 野外教育センター
【質 問】ふるさと納税はこの3年間で額が倍増、春日井
市のふるさと納税返礼品で現在取揃えていない①地元
特産もも、ぶどう②地元企業の空気清浄機③空き家管
理サービス④ぴよりん購入⑤地元有名食品工場数社の
工場見学＋お土産を新提案。クラウドファンディング型ふ
るさと納税は全国で最近成功事例が多く、植物園木製
散策デッキ再建費用への活用の市の考えを問う。

1

質問者　橙進クラブ　鈴木　秀尚 担　当　子育て推進課
【質 問】国が少子化社会対策大綱で結婚支援の方針
を示すなか、県をはじめ他の自治体では、交付金を活用
し、既に婚活支援の取り組みが始まっています。本市で
も、市主催による婚活イベントの実施や、イベント等を
行う事業者に対して補助金を交付するなど、結婚を望
む人やそのサポートをする事業者に対して、支援する
施策を展開してはと考えるが、市の考えを問う。

4

質問者　無会派　はせ　かずや 担　当　消防救急課 ・ 市民病院管理課 ・ 健康増進課
【質 問】市民意識調査で「満足度」「重要度」の高い医療・
救急項目であるが、消防本部の現場到着時間や病院収
容時間の水準と救急隊員・指導者の育成状況、市民病
院の救急患者受入数と新棟に開設のハイブリッド手術
室の効果、休日・平日夜間急病診療所の年間受診者数
と周知に関する取組みなど本市の救命救急のレベル
の高い現状について市の各部署にご所見を伺う｡

【答弁】本市の現場到着と病院収容の平均時間は、愛知県内でも３番
目に早い水準です。隊員等の育成は、指導救命士を中心とした教育
体制で対応しています。救命救急センターの令和４年度患者受入数
は2万7574人です。ハイブリッド手術室では患者を移動させること
なく検査、手術など迅速な治療が可能で
す。休日・平日夜間急病診療所の令和４年
度受診者数は1万3212人です。救急医
療の適切な利用は、健康ガイドや広報な
ど、様々な機会を活用し周知に努めます。

3

質問者　無会派　犬塚　たかし 担　当　ごみ減量推進課
【質 問】使用済みスプレー缶の出し方の現行ルール
は、穴を開けて赤色の金属類（発火性危険物）用の指定
袋に入れ、金属類のごみ収集日に、ごみステーションへ
出すよう市民の皆さまへお願いしているが、穴開け作
業時の火災事故やケガの恐れが懸念される為、使用済
スプレー缶の出し方を穴開け不要にするようルールを
見直す事について、本市の考え方を問う。

2
【答弁】発火性危険物の使用済みスプレー缶が、一部で燃やせない
ごみや発火性危険物以外の金属類に混入しています。穴の開いてい
ないスプレー缶が他のごみ等に混入すると、パ
ッカー車やクリーンセンターの発煙・発火事故等
が発生する恐れがあるため、現時点で穴開け処
理を不要にすることは考えていませんが、今後
も収集・処理における安全性がより高まるよう、
車両の更新時期等にスプレー缶の排出方法を
検討します。

【答弁】ふるさと納税の返礼品については、今後、事業者の意向等を
把握しながら検討していきます。散策デッキについては、具体的な更
新計画がないため、ふるさと納税等
の活用は、現時点で考えていません。
クラウドファンディングの活用は、市
全体の事業における優先度を判断し
て検討すべきものと考えています。
　

【答弁】本市では少子化対策として、子育て環境の充実を目標に掲
げ、保育環境の改善、産後ケア施設の整備、子どもの遊び場の整備
などを行っています。婚活支援については、結
婚や出産は一人ひとりの価値観によるところ
が大きいため、少子化対策として実施は慎重に
対応すべきと考えています。今後は、国の方針
や婚活支援を実施する自治体の状況などを確
認しつつ、市のあり方について改めて検討して
いきます。

ふるさと納税、クラウドファンディングについて

婚活支援について

本市の救命救急の現状について

発火性危険物のスプレー缶の排出方法見直しについて

道風くん

市政全般にわたる問題について質問します市政全般にわたる問題について質問します

　今回の定例会では、18人の議員が市の考え
方や方針など、市政全般にわたり、39項目の
一般質問を行いました。

　一般質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、
市民に密着した問題をただすため行うものです。
　各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載しています。
　（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。）
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質問者　公明党　日比野　なるとし 担　当　保険医療年金課
糖尿病重症化予防の取組みについて

【質 問】糖尿病の放置は、色々な合併症を引き起こし、
中でも糖尿病性腎症は進行すると人工透析へ移行し
てしまう。透析患者の４割以上は糖尿病性腎症が原疾
患であり、糖尿病治療中断者を減らすことが透析への
移行防止の大きな改善策と考える。そうした中、市にお
いて過去５年分のデータから把握できるすべての治療
中断者に受診勧奨を行うことへの考えを問う。

6

質問者　公明党　大村　まさと 担　当　市民安全課
災害から市民の命を守る取り組みについて

【質 問】地震災害の際、自宅の家具や家電の固定をす
ることは、自分と家族の身を守る「自助」の取り組みとし
て非常に重要です。しかし、現状では愛知県内の9割弱
の方が固定が不十分との調査結果がでております。市
民の皆さまの安全・安心のため、また購入意欲を高め取
付をより一層促進させる為にも、各家庭の家具転倒防
止器具購入に対し助成する考えはないか伺う。

【答弁】家具等の固定は重要な対策の一つであり、現在では様々な
固定器具が市販され、比較的安価に購入できます。一方で、県の調
査結果では、固定していない理由として、「手
間がかかる・面倒だ」といった意見が最も多
く、家具固定の重要性が十分に認識されてい
ません。このため、現時点では、購入費用の助
成ではなく、総合防災訓練や広報春日井の防
災特集などの機会をとらえ、家具固定の重要
性を啓発していきます。

5

質問者　自由クラブ　金沢　はるき 担　当　介護・高齢福祉課 ・ 地域福祉課
難聴対策とヒアリングフレイル予防について

【質 問】高齢化が進む我が国において認知症予防の
ための難聴対策、そしてヒアリングフレイル（耳の虚弱）
予防の取り組みは一体的に推進すべき政策です。本市
における現在の取り組み状況、そして市民への周知・啓
発、医療機関との連携についての今後の方向性を伺い
ます。また、高齢者の中等度難聴者への補聴器購入費
助成が必要と考えますがご所見を伺います。

9

質問者　橙進クラブ　鈴木　たかゆき
第２子の保育料半額制度について

【質 問】保育園の保育料について、第2子であるにも関
わらず半額にならない場合がある。第1子が小学生に
なった場合がそうである。少子化対策の視点から見て
も第３子が無料であるにも関わらず第２子の場合には
このような条件がついてしまうのは非常に残念です。制
度としても分かりづらく、改善すべきと考えるが条件が
異なる理由と今後の対応についての考えを問う。

8

質問者　春日井自民クラブ　かじた　正直
市道の拡幅について

【質 問】狭隘道路は安全上、防災上の観点から拡幅し
なければならず、狭隘協議を確実に行う事が重要であ
ると考えます。土地所有者の協力無しで拡幅はできま
せん。よって不動産会社や土地の所有者が手放し販売
するタイミングで説明や協力をお願いしなければ理解
を頂けないのではないかと考えます。市として道路拡
幅をどのようにして取り組んでいくのかお伺いします。

7
【答弁】狭あい協議については、申請の前段階から、建築計画の事前
相談や境界立会など適切なタイミングで、土地所有者と調整するよう
に努めています。不動産取引などにより土地所有者が変わっていく場
合も、関係課と連携して協議を行っています。狭あい道路の拡幅は、
交通上、防災上の観点から重要と考えますが、何より土地所有者の理
解、協力無くしては成り立ちませんので、道路用地の確保について、他
自治体の取り組みを参考にしながら、調査研究していきます。
【その他の質問事項】 ■天文台について

【答弁】糖尿病治療中断者については、治療薬の処方歴があった人で
翌年度に処方歴がない人を対象として、年２回のアンケート調査を実
施しています。受診勧奨は、アンケート調査結果から、引き続き治療
を中断している方やアンケート未回答の方に対して、保健師が電話
をするなど治療の必要性などを伝えています。今後については、複数
年にわたる治療中断者も含めて受診勧奨を行っていきます。
【その他の質問事項】
■ＨＰＶワクチン接種について

【答弁】難聴対策とヒアリングフレイル予防については、プロジェクト
チームを設置し、専門家との意見交換などを実施しています。また、
「対話支援スピーカー」を導入し、窓口応対などに活用しています。今
後は、市民講座の開催や高齢者サロンでのチラシの配布などを行い
ます。また、聴力判定アプリの利用促進や医療・
介護関係者向けの専門研修を行うなど、予防
体制を構築していきます。補聴器購入費の助
成は、市医師会を始め関係機関と連携し、検討
を行っていきます。

担　当　道路課

担　当　保育課
【答弁】第３子以降については、多子世帯の経済的負担を軽減するた
め、１８歳未満の児童が３人以上いる場合に無料としており、国の制
度である第２子と差が生じています。０歳から
２歳児までは６割程度が家庭育児のため、公
平性の観点から、第２子には適正な費用を負
担していただくものと考えています。今後は、
女性の社会進出の状況や働き方改革などの
社会の変化を注視し、保育料のあり方を調査
研究していきます。
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市民活動への支援の拡充について

質問者　共産党　伊藤　建治 担　当　子ども家庭支援課
ヤングケアラー支援について

【質 問】ヤングケアラーの子ども自身がSOSを発する
ことは極めて困難。支援のために個別に対象者を特定
して把握することが必要。そのための全数調査を検討
すると言っていたがどのような対応をしたのか。どのよ
うに把握をするのか。必要な支援がきちんと届くことが
必要。エンパワメント家事支援をしていくと言っていた
がどこまで進んでいるのか。いつ具体化するのか。

16

質問者　市民クラブ　鈴木　ひろゆき 担　当　市民安全課
自転車用ヘルメット購入費補助事業について

【質 問】自転車用ヘルメット購入費補助事業について
は、愛知県から補助交付額の２分の１が市に対して補助
されるが、愛知県の補助制度は、令和3年度から3年と
聞いている。愛知県に対し補助の継続を要望する考え
とヘルメットの補助制度の必要性について、本市の考
えをお伺いいたします。

【答弁】自転車乗車中の事故から命を守る観点では、ヘルメットの着
用は非常に有効であることから、市長自ら愛知県に対し、令和６年度
以降についても補助事業を継続するよう要望しています。また、現在
も、自転車乗車中の事故による負傷や死亡の割合が高い年代の多く
の方に補助制度が利用されており、ヘルメットの普及につながって
いることから、本補助制度の必要性は高いと考えています。

【その他の質問事項】
■高齢者及び障がい者の権利擁護について

15

質問者　共産党　原田　祐治
西部地域での学校の教室不足について

【質 問】松山小学校や西部中学校は教室に余裕がな
く、区画整理で児童生徒数が増えたり、全学年で35人
学級が実現すれば教室が足りなくなる可能性がある。
①それぞれの学校の児童生徒数の推移と今後の見通
しについて②児童生徒数が増えるなどして今後教室が
足りなくなった場合どのように対応するか、前高学校用
地を活用して学校を新設する考えについて問う。

18

質問者　共産党　石田　裕信
バス待ち環境の改善について

【質 問】高齢化による免許の返納など、身近な公共交
通であるバスの需要が大きくなっています。最近、バス
停近くにあるスーパー、コンビニ等と連携し、店舗内で
快適にバスを待ってもらうといった取り組みを進める自
治体が出てきています。店舗内であれば雨や風、暑さ
や寒さに困ることなくバスを待てます。市も民間と連携
しバス待ち環境の改善を行ってはどうか問う。

17
【答弁】他自治体においては、交通事業者、民間事業者などと連携し、
コンビニエンスストア等の店内に、バスの運行状況が表示されるデ
ジタルサイネージを設置するなど、バス待ち環境を改善している事
例があることは承知しています。民間事業者との連携につきまして
は、相互の理解、協力が不可欠であり、環境改善による効果や課題等
について、他自治体の事例を踏まえ、調査・研究していきます。
【その他の質問事項】■春日井市民病院の入院時テレビ視聴料等について

■一人暮らし高齢者の見守り支援について
■戦争の記憶を残していくことについて

【答弁】普段から子どもに接する機会が多い学校関係者などからの情
報提供が効果的であると判断し、学校や地域の支援者の意識を醸成
する取組を進めています。また、自分からSOSを発信できない子ども
を相談につなげるためのチェックサイトを構築し、全ての小・中学生、高
校生の利用を検討しています。このチェックサイトの運用やエンパワメ
ント家事支援は、令和６年度からの実施に向けて調整を進めています。
【その他の質問事項】 ■新たな交通システムの検討について　
■公共下水道事業について　■外国人技能実習生について　
■出産育児支援について　■ドッグランについて　■防災倉庫について

【答弁】①令和３年度から５年度までの児童生徒数の推移は、各年度５
月１日現在、松山小学校が754人、707人、713人、西部中学校が872
人、878人、850人です。また、今後の見通しについては、松山小学校、
西部中学校ともに減少または現状維持を見込んでいます。②教室数
が不足する場合には他校でも同様ですが、まずはプレハブ校舎の建設
で対応しており、前高グラウンドの活用は現段階では考えていません。
【その他の質問事項】 ■点字ブロックの設置について
■聴覚障がいの身体障がい者手帳を持たない難聴者への対応について
■寒さ対策のための住宅改修費について　■危険なブロック塀について

担　当　都市政策課

担　当　教育総務課

質問者　市民クラブ　小嶋　小百合 担　当　男女共同参画課
困難な問題を抱える女性への支援に関する法律について

【質 問】来年施行の同法について①市町村に対して基
本計画を定める努力義務を課している。本市は定める
のか。定めるとしたらどのような手続きでいつまでに定
めるのか問う。②女性相談支援員配置と民間団体との
協働について法律施行後の対応を問う。③名古屋には
ドン横キッズと呼ばれる若者がいる。この中に春日井の
若者がいるとの前提で対策すべきだが見解を問う。

11

質問者　市民クラブ　伊藤　あんな 担　当　スポーツ課
サンフロッグ春日井の維持管理について

【質 問】サンフロッグ春日井は平成５年に開業し、３０年
が経過した。ほぼ同時期に開業した小牧市の温水プー
ルが劣化調査を行ったところE判定となり、早期修繕を
要する箇所が複数報告され営業再開ができない状況
となっている。サンフロッグ春日井は市民にとって必要
な施設であると考えるが①現状の維持管理について
②劣化調査を行う考えがないかそれぞれ問う。

10

質問者　無会派　すずき　あきのり 担　当　都市政策課 ・ 地域福祉課
高齢化・過疎化の進む地域住民の生活の維持について

【質 問】超高齢社会を迎え、2070年には日本の人口は
8700万人になり約４割が高齢者になると予測され、
2040年には日本の４分の１の地域で居住できなくなる
とも予測されています。今後益々進む人口減少と高齢
化の中で、既存のインフラでは生活に困難が生じる可
能性のある地域において、今後の本市の公共交通と生
活支援について問う。

14

質問者　市民クラブ　小原　はじめ
公共交通の現状と課題解消へ向けての取り組みについて

【質 問】公共交通は学生の通学や免許を返納された方
の移動の代替手段として重要な役割があるなか全国的
に公共交通の課題が鮮明になっている。①公共交通の
課題について本市の状況、運転手不足解消に向けた対
応策について②コロナ禍前の平成30年と令和5年を比
較したタクシーの保有台数の推移と現状の稼働率、タク
シー台数確保に向けた対応策についてそれぞれ問う。

13

質問者　公明党　田口　よしこ
新生児マススクリーニング（先天性代謝異常等検査）の現状と課題について

【質 問】生後まもない赤ちゃんの血液を調べる新生児
マススクリーニング検査は、先天性の代謝異常など早
期に発見すれば治療が可能な20の疾患を調べる事が
できる。①新生児マススクリーニング検査と追加検査
に係る費用負担の周知方法について②新たに追加さ
れる「脊髄性筋萎縮症」と「重症複合免疫不全症」の公費
負担検査の進捗状況について問う。

12
【答弁】検査について、現在は周知を行っていませんが、追加検査は
自費負担であるものの、周知することで検査を希望する保護者は増
加すると考えられることから、検査が積極的に利用されるよう周知を
図っていきます。国の令和５年度補正予算において、２疾患の検査対
象への追加に向けた実証事業が計上され、令和７年度まで調査研究
事業が行われる予定です。公費負担の検査対象に追加されるのは令
和８年度以降になる見込みです。
【その他の質問事項】 ■パブリックコメントのあり方について

【答弁】①県が策定する計画の内容との整合性を図りながら男女共
同参画審議会において審議し、令和８年度のかすがい男女共同参画
プランの改定に盛り込んでいく予定です。②女性の悩み相談や法律
相談を引き続き実施し、必要に応じて専門の機関や関係各課、民間
団体の相談窓口を紹介していきます。③これまでもデートＤＶ、性犯
罪等防止に関する教育・啓発を実施してきました。引き続き、国や県
の動向を踏まえ、適切に対応していきます。
【その他の質問事項】 ■情報発信の方法について

【答弁】①ろ過装置等の特殊な機械が正常に稼働するための点検を
定期的に行うとともに、毎年12月中旬から１月中旬の休業期間中に、
清掃や設備点検、修繕等を実施し、適切に維持管理しています。②今
後も安全で快適にご利用いただくためには、現在の状態をしっかり
と把握する必要があると考えており、すでに詳細な調査の実施を検
討しているところです。
【その他の質問事項】
■産後ケア入院事業について

【答弁】①タクシーが配車できないケースや、シティバスの本数を増やす
などの対応が難しいことなどがあり、各運行会社に対し人材確保について
要請するとともに、市の支援のあり方を調査・研究していきます。②平成
30年は161台、令和５年９月末現在は135台であり、令和５年の稼働率は、
平均で約66パーセントです。各社が保有する車両の稼働状況に応じ、他
社と連携した配車を可能とするなどの運用を事業者に要望していきます。
【その他の質問事項】
■ハラスメント対策について　　　　■働き方改革の推進について

【答弁】シティバスを始めとする公共交通に対する新規導入等の要
望につきましては、各地域が抱える問題等を整理した上で、それぞれ
の地域の特性に即した公共交通のあり方を調査・研究していきます。
生活支援については、家事援助を行う訪問型サービスの他、住民主
体の高齢者サロンや買い物支援、見守り
などの地域の実情に応じた支え合い活
動を推進しており、日常生活の支援を行
う民間サービスの活用も含め、今後も一
層の推進に努めます。

担　当　子ども家庭支援課

担　当　都市政策課

本会議の開催日には、インターネット
で生中継を実施しています。
過去の本会議の録画配信も行っていま
すので、春日井市のホームページから
アクセスしてご利用ください。

議会中継のご案内　～本会議をインターネットで視聴できます～
PC・スマートフォン・
タブレットでも！
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市民活動への支援の拡充について

質問者　共産党　伊藤　建治 担　当　子ども家庭支援課
ヤングケアラー支援について

【質 問】ヤングケアラーの子ども自身がSOSを発する
ことは極めて困難。支援のために個別に対象者を特定
して把握することが必要。そのための全数調査を検討
すると言っていたがどのような対応をしたのか。どのよ
うに把握をするのか。必要な支援がきちんと届くことが
必要。エンパワメント家事支援をしていくと言っていた
がどこまで進んでいるのか。いつ具体化するのか。

16

質問者　市民クラブ　鈴木　ひろゆき 担　当　市民安全課
自転車用ヘルメット購入費補助事業について

【質 問】自転車用ヘルメット購入費補助事業について
は、愛知県から補助交付額の２分の１が市に対して補助
されるが、愛知県の補助制度は、令和3年度から3年と
聞いている。愛知県に対し補助の継続を要望する考え
とヘルメットの補助制度の必要性について、本市の考
えをお伺いいたします。

【答弁】自転車乗車中の事故から命を守る観点では、ヘルメットの着
用は非常に有効であることから、市長自ら愛知県に対し、令和６年度
以降についても補助事業を継続するよう要望しています。また、現在
も、自転車乗車中の事故による負傷や死亡の割合が高い年代の多く
の方に補助制度が利用されており、ヘルメットの普及につながって
いることから、本補助制度の必要性は高いと考えています。

【その他の質問事項】
■高齢者及び障がい者の権利擁護について

15

質問者　共産党　原田　祐治
西部地域での学校の教室不足について

【質 問】松山小学校や西部中学校は教室に余裕がな
く、区画整理で児童生徒数が増えたり、全学年で35人
学級が実現すれば教室が足りなくなる可能性がある。
①それぞれの学校の児童生徒数の推移と今後の見通
しについて②児童生徒数が増えるなどして今後教室が
足りなくなった場合どのように対応するか、前高学校用
地を活用して学校を新設する考えについて問う。

18

質問者　共産党　石田　裕信
バス待ち環境の改善について

【質 問】高齢化による免許の返納など、身近な公共交
通であるバスの需要が大きくなっています。最近、バス
停近くにあるスーパー、コンビニ等と連携し、店舗内で
快適にバスを待ってもらうといった取り組みを進める自
治体が出てきています。店舗内であれば雨や風、暑さ
や寒さに困ることなくバスを待てます。市も民間と連携
しバス待ち環境の改善を行ってはどうか問う。

17
【答弁】他自治体においては、交通事業者、民間事業者などと連携し、
コンビニエンスストア等の店内に、バスの運行状況が表示されるデ
ジタルサイネージを設置するなど、バス待ち環境を改善している事
例があることは承知しています。民間事業者との連携につきまして
は、相互の理解、協力が不可欠であり、環境改善による効果や課題等
について、他自治体の事例を踏まえ、調査・研究していきます。
【その他の質問事項】■春日井市民病院の入院時テレビ視聴料等について

■一人暮らし高齢者の見守り支援について
■戦争の記憶を残していくことについて

【答弁】普段から子どもに接する機会が多い学校関係者などからの情
報提供が効果的であると判断し、学校や地域の支援者の意識を醸成
する取組を進めています。また、自分からSOSを発信できない子ども
を相談につなげるためのチェックサイトを構築し、全ての小・中学生、高
校生の利用を検討しています。このチェックサイトの運用やエンパワメ
ント家事支援は、令和６年度からの実施に向けて調整を進めています。
【その他の質問事項】 ■新たな交通システムの検討について　
■公共下水道事業について　■外国人技能実習生について　
■出産育児支援について　■ドッグランについて　■防災倉庫について

【答弁】①令和３年度から５年度までの児童生徒数の推移は、各年度５
月１日現在、松山小学校が754人、707人、713人、西部中学校が872
人、878人、850人です。また、今後の見通しについては、松山小学校、
西部中学校ともに減少または現状維持を見込んでいます。②教室数
が不足する場合には他校でも同様ですが、まずはプレハブ校舎の建設
で対応しており、前高グラウンドの活用は現段階では考えていません。
【その他の質問事項】 ■点字ブロックの設置について
■聴覚障がいの身体障がい者手帳を持たない難聴者への対応について
■寒さ対策のための住宅改修費について　■危険なブロック塀について

担　当　都市政策課

担　当　教育総務課

質問者　市民クラブ　小嶋　小百合 担　当　男女共同参画課
困難な問題を抱える女性への支援に関する法律について

【質 問】来年施行の同法について①市町村に対して基
本計画を定める努力義務を課している。本市は定める
のか。定めるとしたらどのような手続きでいつまでに定
めるのか問う。②女性相談支援員配置と民間団体との
協働について法律施行後の対応を問う。③名古屋には
ドン横キッズと呼ばれる若者がいる。この中に春日井の
若者がいるとの前提で対策すべきだが見解を問う。

11

質問者　市民クラブ　伊藤　あんな 担　当　スポーツ課
サンフロッグ春日井の維持管理について

【質 問】サンフロッグ春日井は平成５年に開業し、３０年
が経過した。ほぼ同時期に開業した小牧市の温水プー
ルが劣化調査を行ったところE判定となり、早期修繕を
要する箇所が複数報告され営業再開ができない状況
となっている。サンフロッグ春日井は市民にとって必要
な施設であると考えるが①現状の維持管理について
②劣化調査を行う考えがないかそれぞれ問う。

10

質問者　無会派　すずき　あきのり 担　当　都市政策課 ・ 地域福祉課
高齢化・過疎化の進む地域住民の生活の維持について

【質 問】超高齢社会を迎え、2070年には日本の人口は
8700万人になり約４割が高齢者になると予測され、
2040年には日本の４分の１の地域で居住できなくなる
とも予測されています。今後益々進む人口減少と高齢
化の中で、既存のインフラでは生活に困難が生じる可
能性のある地域において、今後の本市の公共交通と生
活支援について問う。

14

質問者　市民クラブ　小原　はじめ
公共交通の現状と課題解消へ向けての取り組みについて

【質 問】公共交通は学生の通学や免許を返納された方
の移動の代替手段として重要な役割があるなか全国的
に公共交通の課題が鮮明になっている。①公共交通の
課題について本市の状況、運転手不足解消に向けた対
応策について②コロナ禍前の平成30年と令和5年を比
較したタクシーの保有台数の推移と現状の稼働率、タク
シー台数確保に向けた対応策についてそれぞれ問う。

13

質問者　公明党　田口　よしこ
新生児マススクリーニング（先天性代謝異常等検査）の現状と課題について

【質 問】生後まもない赤ちゃんの血液を調べる新生児
マススクリーニング検査は、先天性の代謝異常など早
期に発見すれば治療が可能な20の疾患を調べる事が
できる。①新生児マススクリーニング検査と追加検査
に係る費用負担の周知方法について②新たに追加さ
れる「脊髄性筋萎縮症」と「重症複合免疫不全症」の公費
負担検査の進捗状況について問う。
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【答弁】検査について、現在は周知を行っていませんが、追加検査は
自費負担であるものの、周知することで検査を希望する保護者は増
加すると考えられることから、検査が積極的に利用されるよう周知を
図っていきます。国の令和５年度補正予算において、２疾患の検査対
象への追加に向けた実証事業が計上され、令和７年度まで調査研究
事業が行われる予定です。公費負担の検査対象に追加されるのは令
和８年度以降になる見込みです。
【その他の質問事項】 ■パブリックコメントのあり方について

【答弁】①県が策定する計画の内容との整合性を図りながら男女共
同参画審議会において審議し、令和８年度のかすがい男女共同参画
プランの改定に盛り込んでいく予定です。②女性の悩み相談や法律
相談を引き続き実施し、必要に応じて専門の機関や関係各課、民間
団体の相談窓口を紹介していきます。③これまでもデートＤＶ、性犯
罪等防止に関する教育・啓発を実施してきました。引き続き、国や県
の動向を踏まえ、適切に対応していきます。
【その他の質問事項】 ■情報発信の方法について

【答弁】①ろ過装置等の特殊な機械が正常に稼働するための点検を
定期的に行うとともに、毎年12月中旬から１月中旬の休業期間中に、
清掃や設備点検、修繕等を実施し、適切に維持管理しています。②今
後も安全で快適にご利用いただくためには、現在の状態をしっかり
と把握する必要があると考えており、すでに詳細な調査の実施を検
討しているところです。
【その他の質問事項】
■産後ケア入院事業について

【答弁】①タクシーが配車できないケースや、シティバスの本数を増やす
などの対応が難しいことなどがあり、各運行会社に対し人材確保について
要請するとともに、市の支援のあり方を調査・研究していきます。②平成
30年は161台、令和５年９月末現在は135台であり、令和５年の稼働率は、
平均で約66パーセントです。各社が保有する車両の稼働状況に応じ、他
社と連携した配車を可能とするなどの運用を事業者に要望していきます。
【その他の質問事項】
■ハラスメント対策について　　　　■働き方改革の推進について

【答弁】シティバスを始めとする公共交通に対する新規導入等の要
望につきましては、各地域が抱える問題等を整理した上で、それぞれ
の地域の特性に即した公共交通のあり方を調査・研究していきます。
生活支援については、家事援助を行う訪問型サービスの他、住民主
体の高齢者サロンや買い物支援、見守り
などの地域の実情に応じた支え合い活
動を推進しており、日常生活の支援を行
う民間サービスの活用も含め、今後も一
層の推進に努めます。
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■発行╱春日井市議会
■編集╱議会報編集委員会 ■問い合わせ　議事課　☎（0568）85－6492
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令和5年　第5回定例会（11月29日～12月18日）

委 員 会 開 催 状 況
令和５年第4回定例会閉会後に行われた委員会は、次のとおり
でした。
○　文教経済委員会（11月10日）
　　報告事項
　　１　町内会活動支援のあり方（案）について
　　２　第３次多文化共生プラン（中間案）について
　　　  第３次多文化共生プラン外国語版（案）について
　　３　国民健康保険保健事業実施計画（中間案）について
　　４　第４次産業振興アクションプラン（中間案）について

○　厚生委員会（11月13日）
　　報告事項
　　１　心と体のかすがい健康計画2035（中間案）について
　　２　第９次高齢者総合福祉計画（中間案）について
　　３　第６次障がい者総合福祉計画（中間案）について
　　４　一般廃棄物処理基本計画（中間案）について

○　建設委員会（11月14日）
　　報告事項
　　１　公共交通整備に係る要望活動報告について
　　２　立地適正化計画の変更（中間案）について
　　３　旧西藤山台小学校施設の利活用事業について

○　総務委員会（11月15日）
　　報告事項
　　１　行政組織の見直しについて
　　２　令和５年度人事院勧告の概要について

令和５年第５回定例会中に行われた委員会・分科会は、次のと
おりでした。
○　予算・決算委員会（12月１日、12日、18日）
○　文教経済委員会・分科会（12月５日、18日）
○　厚生委員会・分科会（12月６日、18日）
○　建設委員会・分科会（12月７日）
○　総務委員会・分科会（12月８日、18日）

　
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に

お
き
ま
し
て
は
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
、
被
災
さ
れ
た
方
に
心

か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
く
被
災
地
が
復
興
し
、

被
災
さ
れ
た
方
が
日
常
生
活
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が「
２

類
相
当
」
か
ら
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
「
５
類
」

に
緩
和
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、

街
に
多
く
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て

く
る
の
を
肌
で
感
じ
た
一
年
で

し
た
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

「
第
47
回
春
日
井
ま
つ
り
」
が
コ

ロ
ナ
禍
前
の
規
模
に
戻
り
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
今
年
も
、
本
年
初
の
議

会
報
を
お
届
け
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
市
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

日
々
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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第 号

表紙写真募集中　詳しくは8ページへ道風くん

写 真 募 集

応募者本人が、春日井市内
において概ね１年以内に撮
影した未発表のもの

応募方法

持参、郵送またはEメールに
て、写真（※）と所定の応募用
紙を、議事課まで提出してく
ださい。また、応募作品は原
則返却しません。

※写真データ（３ＭＢ以下）、現像写真（Ｌ判以上Ａ４サイズ以下）の
ものでＡ４サイズで印刷し、被写体が鮮明に確認できるもの。
※Ｅメールで応募いただく場合、容量制限（本文と添付ファイ
ルの合計３ＭＢ以下）があるため、複数の写真をＥメールで
応募される場合等は、事前に議事課へご連絡ください。
※詳しくは春日井市議会ホームページを
　ご覧ください。
https://www.city.kasugai.lg.jp/
shigikai/1020123.html

５月発行第128号の表紙写真を3月８日まで受け付けてい
ます。編集の都合により、公募写真以外にも春日井市議会議
長賞を受賞した作品を掲載することがあります。

募集する写真

「夢は消防士と警察官」
ホースをつかった鎮火体験をしたり緊急車両のカードをいただいた後の撮影でした。
兄の夢は警察官、妹の夢は消防士です。いろいろ体験させていただけて2人ともニコニコです。　　　　　　　　　　　　　　　　撮影場所：落合公園

令 和 6 年 第 1 回 定 例 会 予 定

▽２月16日（金）　10：00～　本会議（市政方針説明）
▽２月20日（火）　10：00～　本会議（市政方針に対する質問）
▽２月21日（水）　10：00～　本会議（市政方針に対する質問）
　　　　　　　　　　　　　（提案理由説明）
▽２月22日（木）　10：00～　本会議（提案理由説明）
▽２月27日（火）　10：00～　本会議（質疑、委員会付託）
　　　　　　　　　　　　    予算・決算委員会前期全体会
▽2月29日（木）　  9：00～　文教経済委員会・分科会

▽３月 １日（金）　  9：00～　厚生委員会・分科会
▽３月 ４日（月）　  9：00～　建設委員会・分科会
▽３月 ５日（火）　  9：00～　総務委員会・分科会
▽３月 ８日（金）　10：00～　予算・決算委員会後期全体会
▽３月11日（月）　10：00～　本会議（一般質問）
▽３月12日（火）　10：00～　本会議（一般質問）
▽３月14日（木）　10：00～　本会議（採決）
※議事の都合により、日程が変更になる場合があります。


